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う。我々にとって幸運なことに、ポールは
もう一年、南山諸宗教研究講座（ローチ・
チェア）に就任し研究所勤務を継続してく
れることになった。できることならこれま
での功績が十分に報われた隠居生活を送っ
て欲しいところなのだが、彼には名誉編集
者として今後も JJRS に従事していただける
ものと期待している。

活動実績
JJRS は DOI (Digital Object Identifiers) を使

って、インターネット上に公開されている
我々の論文について配信や参照のされ方を
追跡している。Project Muse や Ebisco Host
のような検索エンジンの多くは、それぞれ
のデータベース内に DOI のデータを持っ
ており、DOI へのリンクがクリックされ
る度ごとに、ある特定の JJRS 論文に対す
る“ヒット”回数が記録される仕組みであ
る。2019 年 3 月から 2020 年 3 月までの間に、
DOI リンクを通じて延べ 44,617 回 JJRS の論
文が検索された。月ごとに見ると、検索結
果の約半数が、平均して個人ユーザーによ
るものであった。

JJRS はまた、学術出版物について独自
のデータベースを持ち、その内部で追跡
結果を記録している JSTOR でも利用可能
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こ こ で は 2019 年 度 に お け る Japanese 
Journal of Religious Studies の出版活動報告を
行う。内容としては、刊行物の目次一覧や
オンライン論文についての近況報告、今後
の活動計画に関する覚書を含む。

Japanese Journal of Religious Studies（以下
JJRS）は、国際的な英語雑誌として、日本
と宗教に関する研究論文を公刊することを
目的としている。JJRS の前身は、1960 年
に国際宗教研究所 (International Institute for 
the Study of Religions) によって創刊された
Contemporary Religion in Japan で、この雑誌
は国内外を問わず多くの人々が日本宗教に
ついて理解を深めることに貢献した。1974
年、デイヴィッド・リードがわずかな休止
期間を経て雑誌を復刊させるときに、日本
の宗教に関する学識の拡大を受け、誌名を
改めることとなった。JJRS はその後、1981
年に現在の発行元となる南山宗教文化研究
所に移ったのである。

今年、ポール・L・スワンソンは編集主
幹としては史上最長の就任期間を経て、30
年以上にも及ぶ雑誌の統括責任者の地位か
ら退いた。JJRS と日本研究に携わる者と
して、本誌と宗教研究への彼の比類なき貢
献に私は心から感謝の言葉を捧げたいと思
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である。2019 年 4 月から 2020 年 4 月までの
間に、JSTOR 上では 58,223 回 JJRS の論文が
閲覧されており、そこから 25,927 本がダウ
ンロードされている。

JJRS を定期的に読む場合に、読者の多く
は NIRC のウェブサイトに直接アクセスし
て論文をダウンロードするのだが、ここで
の数値は DOI や JSTOR の結果を反映してい
るわけではない。また、当然ながら紙媒体
で雑誌を読む場合についても、オンライン
での参照度をその合計に含めることはでき
ない。したがって、我々が断言できるのは、
JJRS の論文が 2019 年度に、オンライン上で
最低でも 102,840 回閲覧されダウンロードさ
れたということのみである。

ところで、2019 年の JJRS は、二冊とも粒
ぞろいの論文集となった。どちらも特集号
ではないが、ハワイの神社について、16 世
紀のイエズス会病院について、江戸時代に
おける制度としての修験道についてなど、
さまざまな研究テーマが集まり特色が出て
いる。またそれぞれが、日本宗教の研究に
関する最新の書評を含んでいるので、詳細
は以下の目次一覧を参照されたい。JJRS は
過去現在を問わず全ての論文が閲覧可能で
あり、南山宗教文化研究所のウェブサイト
から誰でも自由にダウンロードすることが
できる。

JJRS の今後について
JJRS は投稿論文を先着順に審査しており、

他誌がしているように提出期限を設けてい

ないが、直近では 2021 年春まで誌面が埋ま
っている。したがって、これから提出され
たものを査読できるのは 2021 年秋以降にな
るが、これもすぐさま投稿枠が無くなる模
様だ。

そして、現在我々は特集号を準備してい
るのだが、JJRS では概して年に一冊は特集
号を組むことにしていて、ゲストで招いた
編集者に日本の宗教に関する具体的な特集
テーマを決めてもらってきた。今年のテー
マは中世日本における秘教の伝統を掲げて
おり、僭越ながら筆者が編集責任者を務め
ている。そこでは秘教の継承と概念に関す
る諸論文に特化することで、日本における
正統的な「密教」伝統を定義する試みに焦
点を当てることになった。2021 年の特集号
については、現在申し込みを受け付け中で
あるため、どなたかご提案があれば、ぜひ
ともご教示願いたい。

ちなみに、最新号からは南山宗教文化研
究所のウェブサイトで JJRS のどの特集号も
単一の PDF ファイルでまとめてダウンロー
ドすることが可能となるので、読者は冊子
で読むときと同じようなやり方で誌面を通
読できるはずである。さらに、新規に刊行
するものについては eBook 形式での運用も
検討中であり、今後みなさまにはご自分の
デバイスやアプリケーションに適した新し
い読み方を提供できるのではないかと考え
ている。

マシュー・D・マクマレン
南山宗教文化研究所第一種研究所員
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